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② 水景施設の設置 

水分が蒸発することで、地表面温度や気温が低下する。また環境省調査では、噴水

による湿潤面の表面温度は、日向面と比べて約 24℃、日陰面に比べ約９℃低い結果が

でている。 

 

 ○地表面による適応策 

① 舗装の透水化・保水化 

舗装を透水化・保水化することにより、水の蒸発作用等によって、舗装の温度上 

昇を抑制することができる。歩道部分の透水化・保水化をすることにより人への直

接的な放射を防ぐことができ、車道部分の透水化・保水化をすることにより、人へ

の間接的な放射を防ぐことができる。 

 

 

 

 

 

出典）大阪府資料       

堺市役所　
　

熱環境マップ
類型２－１

　　　　※気温はアメダス（堺）における観測値

　
　
守口大日

熱環境マップ
類型２－１

　　　※気温は地上気象観測所（大阪）における観測値

場所 まちづくりの計画等 ヒートアイランド対策効果の把握（表面温度の低減について、赤外線カメラにより測定を実施）

堺市中心市街地再生プラン（平成１７年９月作成）

三洋ホームズ　ＨＰ 透水性舗装　実施済

アスファルト舗装と比べ、概ね３℃低下

アスファルト舗装と比べ、概ね３℃低下

【　ヒートアイランド対策効果の把握（表面温度の低減について）　】

○アスファルト舗装と比べ、概ね３℃の表面温度の低下を確認
　（※舗装面の色による温度低減効果も含んだ計測値である）
○降雨後３０分経過において表面温度低減効果が持続していることを確認

ヒートアイランド対策として、効果あり

 平成１８年８月２２日１６時２０分ごろ　降雨後３０分経過　気温２６．３℃

 平成１８年８月２３日１３時ごろ　快晴　気温３３．９℃

透水性イン
ターロッキン
グブロック

45.8℃

42.5℃

透水性インター
ロッキングブロック

アスファルト舗装部

透水性舗装部 アスファルト舗装
部

30.5℃

27.6℃

【測定条件】
　測定日時：平成１８年８月２２・２３日（気温３０℃を
　　　　　　　　超える晴天日（１３時から１６時半））
　測定機器：赤外線カメラ、デジタルカメラで撮影

※守口大日では降雨後の１６時半まで測定
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② 舗装の高反射化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）大阪市資料    

舗装を高反射化させることにより舗装の温度上昇を抑制することができる。歩道部

分の高反射化をすることにより人への直接的な放射を防ぐことができ、車道部分の高

反射化をすることにより、人への間接的な放射を防ぐことができる。 

 

 ○その他の適応策 

① 打ち水の活用 

   打ち水をすることにより、水の蒸発による気温低減効果が期待できるだけでなく、

地域ぐるみの「打ち水イベント」を自治体や地元自治会（地域）等と連携・協力して

実施するため、府民個々人のライフスタイルの変革を誘導し、府民の省エネ意識を高

めることにも繋がっている。 

 

出典）大阪市資料   

大阪打ち水大作戦 2013  出典）大阪市資料 

 


